
平成8年6月号 ω1200

イ憂雅(こ咲き競う
初夏を彩る大村公園の花しょうぶが

咲き始めました。気品で優雅な江戸系、 4 

大輪で豪華な肥後系など、 10万株30万

本の花が、行楽客の自を楽しませます。

見ごろ 6月初旬から中旬
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H
大
村
の
水
に
も
限
り
、が
あ
り
ま
す
H

い
ま
一
度
水
に
つ

一
昨
年
の
渇
水
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
多
く
の
市
や
町
で
給
水

制
限
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
郡
川
や
野
岳
湖
の
水
が
減
り
、
多
く
の
水
田

で
被
害
が
で
ま
し
た
。

水
道
水
も
、
貯
水
池
の
水
位
が
低
下
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
、
深
井
戸
の

地
下
水
と
市
民
の
協
力
で
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
夏
場
を
ひ
か
え
、

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

本
市
の
上
水
道

は
、
大
正
日
年

(
1
9
2
6
年
)

に
着
工
、
昭
和
3

年

(1
9
2
8年
)

に
計
画
人
口
1
万

人
と
し
て
給
水
が

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
使

用
者
の
増
加
に
と

も
な
い
水
不
足
に

悩
ま
さ
れ
続
け
、

昭
和
辺
年

(
1
9

4
7
年
)
松
原
水

源
の
新
設
、
昭
和

幻
年

(
1
9
5
2

--，+ 

a・一-平
成
叩
年
の
完
成
を
目
ざ
し
、
か
さ
上
げ
工
事
が
進
む

萱
瀬
ダ
ム

年
)
池
田
貯
水
池
の
完
成
に
よ
り
、

よ
う
や
く
夜
間
断
水
な
ど
の
悩
み

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
弘
年

(
1
9
5
9
年
)
萱
瀬
ダ
ム
建
設

へ
の
参
画
、
第
5
次
か
ら
第
8
次

の
拡
張
事
業
を
経
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
は
、
県
下
で
最
高

の
人
口
増
加
率
を
示
し
て
お
り
、

ま
た
都
市
化
の
進
行
や
生
活
水
準

の
向
上
に
よ
っ
て
、
水
需
要
の
増

加
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

水
源
は
、
池
田
貯
水
池

・
葛
城
貯

水
池
の
表
流
水
と
、
郡
川
お
よ
び

大
上
戸
川
流
域
の
扇
状
地
に
散
在

( 

す
る
深
井
戸
の
地
下
水
に
よ
っ
て

お
り
、
地
下
水
依
存
率
が
万
パ
ー

セ
ン
ト
も
占
め
て
い
ま
す
。
幸
い

平
成
6
年
の
渇
水
期
は
、
市
民
の

節
水
な
ど
の
協
力
で
し
の
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
長
期
的
な
水

需
要
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
平
成
6
年
度
か
ら
工
事
が
始
ま

っ
た
萱
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
は
、

平
成
凶
年
度
完
成
を
目
途
に
推
進

中
で
あ
り
、
完
成
時
に
は
、
新
た

に
1
5
、
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

本
市
は
、
地
形
的
に
は
扇
状
地

上
に
分
布
し
て
お
り
、
上
水
道
な

ど
の
水
源
の
多
く
は
、
扇
状
地
内

を
流
下
す
る
地
下
水
に
依
存
し
て

い
ま
す
。

一
昨
年
は
、
全
国
規
模

の
大
渇
水
年
と
な
り
、
県
全
域
で

水
資
源
の
確
保
と
適
正
な
利
用

・

開
発
が
重
要
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て
は
、
郡

川
扇
状
地
周
辺
の
水
理
地
質
と
地

下
水
利
用
な
ど
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
下
水
賦
存

量
と
開
発
可
能
量
を
さ
ぐ
り
、
将

来
的
な
地
下
水
需
要
計
画
を
立
て

ま
す
。
ま
た
、
河
川
か
ら
の
新
規

取
水
可
能
量
に
つ
い
て
も
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

f 

( 

2 

水
資
源
を
た
い
せ
つ
に

く
し
た
た
れ
落
ち
る
水
で
野
菜
を

洗
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
大
変
だ
な

あ
と
思
い
、
大
村
に
住
ん
で
い
る

こ
と
の
幸
せ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。私
た
ち
が
、
水
不
足
を
そ
れ
ほ

ど
深
刻
に
考
え
な
く
て
い
い
の

は
、
大
村
と
い
う
市
が
、
多
良
山

系
と
い
う
山
々
に
固
ま
れ
て
、
そ

T
J

こ
に
住
む
人
々
が
、
自
然
を
壊
さ

先
日
、
多
良
岳
に
登
り
ま
し
た
。
ず
に
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い

ま
だ
ま
だ
山
桜
が
、
点
々
と
美
し
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
緑
の
中
に
散
在
し
、

二
度
昧
わ
も
ち
ろ
ん
大
村
市
の
発
展
の
た
め

え
た
よ
う
な
幸
せ
を
感
じ
ま
し
に
は
、
造
成
し
い
ろ
い
ろ
な
施
設

た
。
春
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
夏
は
キ
や
工
場
を
造
る
こ
と
も
大
切
な
こ

ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
、
肥
前
の
名
山

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

多
良
岳
は
す
ば
ら
し
い
。
そ
の
裾
切
り
開
い
た
所
に
は
、
こ
ま
め
に

野
に
住
み
、
そ
の
名
水
を
頂
け
る
植
樹
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

こ
と
を
私
は
感
謝
し
た
い
。

い
ま
す
。
何
時
訪
れ
る
か
も
し
れ

一
昨
年
の
渇
水
の
と
き
、
佐
世
ぬ
渇
水
に
、

準
備
は
必
要
で
は
な

保
市
、
長
崎
市
は
と
て
も
大
変
で
い
で
し
ょ
う
か
。

し
た
。
長
崎
の
友
達
の
家
で
、
細

小
佐
々
房
代
さ
ん
(
竹
松
本
町
)

大
村
の
水
は
大
変
美
味
し
い
。

私
は
佐
世
保
市
に
住
ん
で
い
る
こ

ろ
、
給
水
制
限
を
受
け
、
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。
大
村
は
水
が
豊
富

だ
と
感
じ
、
あ
り
が
た
い
と
お
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
地
下
水

が
減
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

原
口
カ
ズ
子
さ
ん

(大
村
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
勤
務
)

ι 
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'司j吟レ/y
川の水を、安心して飲める“水道の水"としてっくりかえるところが ~( 
浄水場です。まず、 川の水は、 「取水ぜき」から 「貯水池」に貯められ

「導水管」を通って、浄水場の 「着水井」に入ります。それから 「沈殿

池Jで細かいごみなどがしずめられ、次に 「ろ過池jの砂の層をくぐら
せ、小さな不純物をとりのぞきます。さらに 「塩素」で消毒をして安全

な水にします。こうして、いつでもつかえるよう 「配水池Jにためられ、
皆さんの家庭の“水道の水"になります。

水がどれくらし1使われているかは、別添

財政事情説明書の P8 I業務の状況」を
ご覧ください

問い合わせ 市水道部 (包 '~;111 1) 戸、

水の上手な使い方水
道
部
か
ら
の

お
願
い

転
入
・
転
出
の
際
は
届
け
出
を

転
入

・
転
出
の
と
き
は
、
印
鑑

を
持
っ
て
水
道
部
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
(
手
続
き
は
代
理
人
で

も
で
き
ま
す
)

料
金
の
お
支
払
い

*
料
金
は
検
針
に
基
づ
き
、
毎
月

払
い

・
2
か
月
遅
れ
の
支
払
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
(
納
入
期
限
は
、

翌
々
月
の
月
末
)

*
な
お
、
検
針
は
2
か
月
毎
に
実

施
し
て
お
り
、
検
針
日
は
地
域
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金

は
、
検
針
時
の
使
用
水
量
を
半
分

に
割
り
、
前
月
分
と
当
月
分
と
し

て
算
定
し
て
い
ま
す
。
(
料
金
の

早
見
表
は

「水
道
使
用
量
の
お
知

ら
せ
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。)

水
道
料
金
の
納
入
方
法

料
金
の
納
入
に
は
、
口
座
振
込

(
毎
月
幻
日
)
、
自
主
納
付
(
納
入

通
知
書
の
送
付
)
、
集
金

(
集
金

人
が
伺
い
ま
す
)
な
ど
が
あ
り
ま

す
。口
座
振
込
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
各
金
融
機
関

(郵
便
局
も
可
)

の
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

預
金
通
帳

・
印
鑑

・
お
客
様
番

号
(
納
入
通
知
書
ま
た
は

「水

道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
記

載
)

水
道
の
修
理
・漏
水
な
ど
は

水
道
の
故
障
は
、
水
道
部
か
、

水
道
部
指
定
の
工
事
屈
に
、
連
絡

く
だ
さ
い
。

~ー

漏
水
の
見
つ
け
方

-
夜
中
に
ゴ
ー
と
い
う
音
が
す
る

.
い
つ
も
よ
り
水
道
使
用
量
が
多

''v 

-
晴
れ
て
い
る
の
に
雨
ど
い
か
ら

水
が
落
ち
て
く
る

こ
ん
な
と
き
は
、
水
道
メ
ー
タ

ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
使

っ
て
い
な
い
の
に
パ
イ
ロ

ッ
ト
が

回
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

検
針
は
、
2
か
月
毎
に
実
施
し

て
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

上
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
、
ま
た
、

犬
を
近
づ
け
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
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キ
ザ
え
い
ノ

目

y
v

い
よ
い
よ
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

4
月

初
日
、
野
岳
湖
で
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
緑
豊
か
な
自
然
、

湖
畔
に
映
え
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
有
し
、
テ
ン

ト
も
1
0
0張
り
設
置
可
能
な
、
県
内
屈
指

の
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

5
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
親
子
連
れ
な
ど
で
た
い
へ
ん

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

新
し
い
施
設
と
し
て
は
、
「
思
い
や
り
の

企口クハウス風の温水シャ ワ一棟

4室 (うち身障者用 1室)使用料 3

分100円

A 中央サイトに通じる

身障者用スロープ

あ
る
ま
ち
、つ
く
り
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、

身
体
障
害
者
の
方
や
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
中
央
サ
イ
ト
に
ス
ロ
ー

プ
・
温
水
シ
ャ
ワ
ー
室
(
身
体
障
害
者
用
含

み
ま
す
)
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
裏
見
の
滝
に
も
、
身
体
障
害
者
用

あ
ず
ま
や

ト
イ
レ
や
東
屋
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
緑
が

ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
野
岳
湖
周
辺
で
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

忠いやりのあるまちづくりを

進めています

A滝が見える休憩場所と して

くつろげる貰雇

企周囲の景観にマッチした造りで、

身障者用トイレも備えています。

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り

ト~-; " 
むデ
(裏見の滝・ 5/3)

福
重
れ
ん
げ
ま
つ
り

(福重弥勤寺地区の水田・ 5/3)

野
岳
新
茶
ま
つ
り

>i布

陣r宅~ I I 

(口ザ・モタ広場・ 5/3)

裏
見
の
滝
が
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
園
と
し
て

整
備
さ
れ
4
月
お
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
公
園
は
、
滝
ま
で
の
遊
歩
道
な
ど
を

整
備
、
歩
道
の
斜
面
沿
い
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

必
種
約
5
、
0
0
0本
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
訂
日
か
ら
5
月
5
日
ま
で

「し
ゃ

く
な
げ
ま
つ
り
」
が
聞
か
れ
、
み
ご
と
に

咲
き
誇
っ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
地
元
で
と
れ

た
農
産
物
な
ど
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

-4-

福
重
地
区
の
地
域
お
こ
し
の

一
環
と
し

た

「
フ
ル
ー
ツ
の
里
・
福
重
れ
ん
げ
ま
つ

り
」
が
、

5
月
3
日

・
4
日
の
2
日
間
聞

か
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
土
に
親
し
む
こ
と
の
少
な
い
親

子
が
、
れ
ん
げ
を
摘
ん
だ
り
、
ク
ワ
を
手

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘

っ
た
り
す
る
姿
や
、

楽
し
そ
う
に
動
物
た
ち
と
遊
ぶ
様
子
が
、

と
て
も
ほ
ぼ
笑
ま
し
く
、
印
象
的
で
し
た
。

松
原
地
域
の
農
業
振
興
や
地
場
産
業
の

活
性
化
を
め
ざ
し
た
「
野
岳
新
茶
ま
つ
り
」

が、

5
月
3
日
か
ら

5
日
ま
で

3
日
間
、

ロ
ザ

・モ
タ
広
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
新
茶

や

「松
原
鎌
」
で
知
ら
れ
る
刃
物
、
花
や

植
木
、
野
菜
の
農
産
物
な
ど
が
即
売
さ
れ
、

多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
く
じ
ら
太
鼓
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
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勲
盟主大将から4人霊輩出

平成8年春の叙勲が決まり、大村から 4人の方が受章
されました。 おめでとうございます。

。勲四等瑞宝章
森 一郎さん(幸町・ 71歳)元公立高校校長

叙の

広報おおむら

春

静 ヱぬ穂叫日

改装を祝って熱戦が繰りひろげられたナイター

リレーカーニバル (4/27・市営陸上競技場)

役
目

市
営
陸
上
競
技
場
の
改
装
工
事
が
終
わ
り
4
月
お
日
、
竣
工

式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
競
技
場
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
5
年
度
か
ら

改
装
が
進
め
ら
れ
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
、
階
段
ス
タ
ン
ド
、
芝

ス
タ
ン
ド
な
ど
を
整
備
し
、
約
5
、
0
0
0
人
収
容
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
憩
い
の
た
め
の
芝
広
場
、
全
天
候
型
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
ス
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
も
で
き
、
一
般
の
方
も
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
甲
斐
田
市
長
が
「
陸
上
競
技
だ
け
で
な
く
多
目
的

な
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

4
月
幻
日
に
は
、
改
装
を
記
念
し
て
ナ
イ
タ
ー
リ
レ

l
カ
ー

ニ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
一
般
市
民
ま
で

参
加
、

4
0
0
m
リ
レ
ー
や
長
距
離
走
に
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

。勲五等双光旭日章
上野類作さん(宮小路2丁目 .80蔵)元大村市議会議員

。勲六等瑞宝章
渡造 二男さん(上諏訪町 .61歳)元三等陸尉

。勲六等瑞宝章
熊 行夫さん(今富町.61歳)元三等陸尉

章謀~ 春 の
平成8年春の褒章が決まりました。
おめでとうございます。

。藍綴褒章
高以良 康雄さん(小川内町 '64歳)大村市議会議員

写
真
で
見
る

大
村
の
歴
史

ω

古
い
写
真
を
見
る
と
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
生
活
や
街
の
た
た
ず
ま
い
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

歴
史
に
残
る
大
き
な
事
件
は
記
憶
さ
れ
ま
す
が
、
一
日
ず

つ
積
み
重
な
る
暮
ら
し
ゃ
風
景
の
変
化
に
は
、
と
も
す
れ
ば

気
付
か
な
い
ま
ま
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
古
い
写
真
を
見
る
と
き
、
わ
た
し
た
ち
が
置
き
忘
れ
た
、

人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

h
p
「
防
空
訓
練
風
景
」
(
昭
和
日
年
)

写
真
の
訓
練
は
、
昭
和
同
年
目
月
、
本
町
2
丁

目
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
年
、
大
村
に
は
海
軍
航
空
廠
が
建
設
さ
れ
、

ロ
月
に
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
消
防

団
の
は
っ
ぴ
姿
に
ま
じ
っ
て
見
え
る
戦
闘
服
に
、

戦
時
色
の
強
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

提供

-5-

赤水幸子さん

提供

h
p
「
長
安
寺
の
鐘
引
き
」(昭
和
泊
年
)

長
安
寺
の
鐘
は
戦
時
中
、
軍
需
物

資
製
造
の
た
め
金
属
供
出
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
戦
後
新
し
く
作
ら
れ
た

鐘
を
納
め
た
と
き
の
も
の
で
す
。

赤水幸子さん

大村市では、幕末から明治・大正・

昭和にかけての大村の暮らしや風景を

写した写真を探しています。お手もと

に古い写真をお持ちの方は、ぜひご一

報ください。

連絡先文化課 (s@4111⑮369) 



心
つ
な
い
で

ー
か
け
が
え
の
な
い
ラ
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
|

な
く
そ
う

い
じ
め

今
、
い
じ
め
問
題
が
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
昨
年
4
月
、
中
学
2
年

生
が
自
殺
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
り
、
県
民
に
大
き
な
衝
撃
と
深
い
悲
し
み
を
与
え
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
い
じ
め
問
題
の
解
消
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
や
各
学
校
を
中
心
に
し
て
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

も
、
い
じ
め
を
な
く
す
運
動
を

一

層
推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
団

体
・
各
機
関
の
協
力
の
も
と
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。教

育
委
員
会
の
取
組

①
組
織
の
活
性
化
(
「
い
じ
め
対

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
作
り
な
ど
)

②
広
報
誌
、
ポ
ス
タ
ー
、
横
断
幕
、

街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
啓

発
活
動

③
広
報
車
に
よ
る
街
宣
活
動

④
地
域
住
民
向
け
の
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

⑤
す
こ
や
か
な
子
を
育
て
る
家
庭

教
育
運
動

各
学
校
で
は
、
学
校
の
特
性
や

実
状
に
合
わ
せ
て
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

①
幼
・
小
・
中
・
高
、
各
校
種
間

の
情
報
交
換
強
化

②
個
別
面
談
・
巡
回
指
導
・
引
継

総
点
検
の
実
施
、
い
じ
め
相
談

窓
口
・
い
じ
め
対
策
委
員
会
の

設
置
の
徹
底

③
道
徳
、
学
級
活
動
、
ホ
l
ム
ル

ー
ム
な
ど
に
お
け
る
い
じ
め
に

関
す
る
指
導
の
充
実

④
児
童
会
・
生
徒
会
主
催
に
よ
る

標
語
運
動
、
討
論
会
、
追
放
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
の
実
施

⑤
い
じ
め
相
談
窓
口
利
用
強
調
月

聞
の
設
定

⑥
あ
い
さ
つ
運
動
、

声
か
け
運
動
、

小
さ
な
親
切
運
動
な
ど
の
実
施

⑦
学
校
だ
よ
り
、

P
T
A
新
聞
な

ど
に
よ
る
家
庭
や
地
域
社
会
へ

の
啓
発
活
動
の
推
進

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

⑨
自
然
体
験
活
動
の
推
進

⑩
P
T
A
や
関
係
機
関
な
ど
へ
の

働
き
か
け

い
じ
め
問
題
の
解
消
に
あ
た
っ

て
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
各
家

庭
・
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
い
た
し
ま

し
ょ
、
っ
。

各
家
庭
で
の
取
組

①
あ
い
さ
つ
や
食
事
時
の
団
ら
ん

な
ど
を
大
切
に
し
、
明
る
い
ふ

ん
い
き
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
帰
宅
時
間
な
ど
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
し
ょ

予つ
。

③
我
が
子
の
姿
を
よ
く
見
つ
め
、

い
じ
め
の
シ
グ
ナ
ル
を
発
し
て

い
な
い
か
、
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
し
ょ
う
。

④
い
じ
め
に
気
づ
い
た
ら
、
子
供

の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
い
く
力
を
与
え
る

と
と
も
に
、

学
校
そ
の
他
の
相

談
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
社
会
で
の
取
組

①
学
校
な
ど
の
呼
び
か
け
に
応

じ
、
い
じ
め
防
止
の
運
動
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

②
月
に

一
回
ぐ
ら
い
は
子
ど
も
も

大
人
も
参
加
す
る
地
域
行
事
を

設
け
、
地
域
の
人
間
関
係
、
つ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
い
じ
め
が
起
き
て
い
た
ら
、
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な

く
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
働
き

か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど

も
た
ち
が
、
い
じ
め
に
よ
っ
て
自

ら
の
命
を
絶
つ
な
ど
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
は
、
も
う
起
こ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め
は
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
は
ば
み
、
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。

こ
の
い
じ
め
問
題
の
解
決
の
た
め

に
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

一

致
協
力
し
、
自
分
の
問
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

一
人

ひ
と
り
の
「
命
」
を
守
る
た
め
に
。

みのがさないさせないしないいじめは
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・
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・
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じ
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。
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「や
め
よ
う
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と
い
う
勇
気
を
も
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ま
し
ょ
う
1

・
ま
た
、
す
1

1

せ

ん

せ

い

い

え

ひ

と

L

.

・
ぐ
に
先
生
や
家
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
!
日

・

と

も

ま

も

・

い
そ
れ
は

「つ
げ
ぐ
ち
」
で
は
な
く
て
、
友
だ
ち
を
守
る
こ
と
な
・• 

• 
・
の
で
す
o

n

-

-

• 

• 

• 
・

ひ

と

り

と

う

・

・
・
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
一
人
で
な
や
ま
な
い
で
、
お
父
さ
ん、

日

・

か

あ

せ

ん

せ

い

き

ょ

う

だ

い

し

ま

い

と

も

は

な

.

M

お
母
さ
ん
、
先
生
、
兄
弟
姉
妹
、
友
だ
ち
な
ど
、
だ
れ
か
に
話

・

0

ゅ

う

き

も

.

・

す

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
!

い

• 

• 

• 

• 

• 

-

n

・
「
い
の
ち
」
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
く
る
し
い
こ
と
い

.

そ
う
だ
ん

・

日
や
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
だ
れ
か
に
相
談
す
れ
ば
、
か
な
・

0

ち

か

ら

ひ

と

.

・
ら
ず
力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず
で
す
。

日

.

ま
色

.

い
あ
な
た
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

.

・

い

わ

す

・

・
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
忘
れ
な
い
で
!

日

• •••••••••••••••••••••••.......... 

"
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けんきょういくちょう

・子どもホットライン (県教育庁)

(フリーダイヤル fi0120@0606) 

・親子ホットライン(県教育センタ一)

(フリーダイヤル fi0120⑫5311) 

・大村市ヤングテレホン(包@1020)

・市少年センタ包O3161)

・市教育委員会(学校教育課)

(fi@4111 内線364)



平成8年6月号広報おおむら

そして台風のシーズンもやって来ます三
点検・修理を忘れずに

もうすぐ梅雨です三
集中豪雨・台風に備え、 ，...・9

長崎県は温暖多雨型気候で雨が多く、暴風雨の通過圏でもあり、台

風や大雨による自然災害が起こりやすいところです。

あなたの家、そして周囲は大丈夫ですか。うちは絶対大丈夫だとか、

今年は心配いらないだろうという安易な考えや油断は禁物です。

もう一度、周りを確かめ、ご家庭でも防災について日ごろから十分話

し合っておきましょう。

-Þ，JIーーー・i~・… ・瓦のひび - 割れ・ずれ ・ はがれはないか。
-ãSf~61ー・...・ 雨ど PIこ落葉や土砂のつまりはないか。 継ぎ目の

はずれや塗装のはがれ、腐りはないか0

・雨戸にがたつきや、ゆるみはないか。

…・ひび割れ、窓枠のがたつきはないか。強風による

飛来物に備えて、外側から板でふさぐなどの処置を C

..・モルタルの壁に亀裂はないか。板壁に腐りや浮き

はないか。

世・…・プロパンガスボンベは固定されているか。

・商屈などでは看板のぐらつきに注意。

・庭の鉢植えは室内に入れておこう 。

・テレビアンテナの設置状態をチェ ックしよう 。

・家の周りを確認し、飛ばされそうなものはすべて

室内に取り込むか、固定するなどの飛散防止策を O

-主な点検・修理箇所

，....， 

昭和32年の水害

-E書面・E ・R・-

.，時間の雨量と降り方から被害度を知ろう

集中豪雨で崩壊した崖 (H5・中里町)雨量は、1時間に1平方センチメー 卜jレあ
たりどれ位降ったかをミリで表します。

風・水害に備えて準備しておくもの

1時間の雨量 雨の降 方

5 ---10ミリ 雨音がよく聞こえ、すぐ水たまりができる。

10---20ミリ
雨音で話し声がよく聞こえないほど、地面一面
に水たまりができる。

20---40ミリ土砂降りで、がけくずれの危険がある。

40ミリ以上 危険地帯では避難体制に入らなければならない。

(: 

4
可
あ
な
た
の
緊
急
避
難
場
所
で
す
も

緊
急
時
に
は
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号

三浦
=浦小学校 52-4318 中央小 学 校 53-2046 萱 瀬小学校 55-7002 

=浦出張所 52-6475 放虎原小学校 54-2815 萱瀬
黒木小学校 55-7800 

鈴田 小 学校 52・4322 西大村小学校 53-2670 萱 瀬 中学校 55-7004 
鈴田

鈴田出張所 52・2023 西大村中学校 53-2360 萱 瀬出張所 55-7001 

桜が原中学校 55-1166 福重小学校 55・2285
東大村小学校 53-7060 工業高校 52-3772 福重 郡中学校 55-7219 
旭が丘小学校 53-0459 西大村 農 協 会館 53-6161 福重出張所 55-8614 
大村小学校 53-7117 総合福祉センター 53-1351 
=城小学校 53・3234 本 高至 寺 53-5510 松原

松原小学校 55-8619 

玖島中学校 53・3401 正 法 寺 52-2247 
松原出張所 55-8501 

大村中学校 53・2127 中地区住民センター 53-1376 災害対策本部(市役所内)
大村
園芸高校 54・3121 西大村地区コミセン 53-4979 ft53・4111ft52・3883

大村高校 52・2660 池田公民館
夜間は fi53-4124も増設されます。

市民体育館 53・1552
富の原小学校 55-3200 

消防署 fi52-4138 

大村市役所 53-4111 
竹松小学 校 55-8224 

防災対策室 (消防署内)包52・2316

市民会館 52-2739 竹松
ろう 学 校 52-2444 ※各避難場所の責任者は、

武 道 館 52-4836 竹松出張所 55-8314 消防分団長、町務連絡員
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第22回
全日本ボウリング

選手権大会

みごと優勝

:とは が務パ | が
:う、長 ト の |ム 3 第
こ実崎百福の(月 22
:ざにチ長 511322回
いけ|へ害人人日全
:ま年ム 喜吉と編京日
:し ぶが、ひんし成都本
1ミリ→の て ) 市ボ
のあ霊友活がでウ
ーこ大足原躍み行リ
ζ 去と 1 しごわン
でにま丁たとれグ
す優し目 、優、選
勝ナー . 市勝長手
おし f冶引役 O 崎権
めた 室戸斤メ A 大
での 巴勤ン チ会

ト

一
『

J-v
F
-ポ
力
-ス

...親睦ますます深まる (4/17・惣原運動場)

三浦・鈴田地区合同の三鈴運動会が4月17日、 陰平町の惣原運

動場で行われました。

この運動会は、両地区の親睦と交流を目的に聞かれるもので、

今回でω回目を迎える伝統行事です。
この日はあいにくの曇り空でしたが、幼稚園、小学校、青年

団、鈴田の里学園など約850人が参加。子どもたちの競技に、周

囲から雲を吹き飛ばすような大きな戸援が送られていました。

甲斐田市長に優勝メダルを見せる

福江豊さんは/26・市役所)

h
P
3
0
0
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

(
5
/
5
・
大
上
戸
川
流
域
)

市
の
中
心
部
を
流
れ
る
大
上
戸

川
に
、
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ

り
が
、

5
月
晴
れ
の
空
を
勢
い
よ

く
泳
い
で
い
ま
し
た
。

「大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る

会
」
(
西
山
俊
行
会
長
)
が
、
各

家
庭
で
役
目
を
終
え
た
こ
い
の
ぼ

り
約
3
0
0
匹
を
集
め
、

「川
を

き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
川
の
数
か

所
に
掲
げ
、
環
境
浄
化
を
呼
び
か

け
た
も
の
で
す
。

光と緑の園

平成8年6月号広報おおむら

大村子供の家v

4

司
僕
も
ス
ト
ラ
イ
ク
!

(
4
/
幻
・
パ
1
ル
レ
l
ン
)

児
童
福
祉
週
間
を
前
に
し
た
4

月
紅
白
、
市
内
の
児
童
福
祉
施
設

の
子
ど
も
達
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

通
じ
て
交
流
と
親
睦
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
パ
ー
ル
レ
l
ン
大
村

の
招
待
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
村
子
供
の
家
」

「光
と
緑

の
園
」
の
児
童
・
生
徒
・
先
生
が

参
加
、
ス
ト
ラ
イ
ク
を
目
指
し
熱

く
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

企元気で{申良く遊んでね !
(5/3・大村子供の家ほか)

5月5白からの児童福祉週間にちな
み同3目、甲斐田市長は、大村子供の
家、光と緑の圏 (向陽寮-乳児院)を

訪れ、ローラースケー卜やブロック、

三輪車などをプレゼン 卜しました。子

どもたちは、早速、品物を箱から出し

て、楽しく遊んでいました。

市長は、プレゼントのお礼にと、花

束や手作リのレイをいただき、しばし

童心にもどリ、子ども達との楽しいひ

とときを過ごしました。

夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
多
良
山
系
黒
木
登
山
口
の
山
開
き

式
が
4
月
引
日
、
黒
木
パ
ス
終
点
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
大
村
山
岳
会

(池
野
和
義
会
長
)
や
地
元
町
内
会
、
一
般
登

山
愛
好
者
ら
が
参
加
、
期
間
中
の
安
全
を
祈
っ
た
あ
と
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

ゃ
く
す
玉
劃
り
を
行
い
、
山
開
き
を
祝
い
ま
し
た
。

参
己
加
者
ら
は
、
多
良
山
系
の
自
然
の
美
し
さ
を
残
そ
う
と
、
登
山
道
の

清
掃
も
兼
ね
、
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

児
童
手
当
受
給
者
の
人
ヘ

現
況
届
を
6
月
申
に
!
8 

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
分

の
所
得
や
児
童
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と

6
月
以
降
の
子
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
c

※
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

-
児
童
手
当
現
況
届
(
受
給
中
の

人
に
は

5
月
末
ご
ろ
郵
送
し
ま

す
)
-
印
鑑

・
平
成
8
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

(
平
成
8
年
1
月
2
日
以

降
に
大
村
市
に
転
入
さ
れ
た
人
の

み
)
平
成
8
年
1
月
1
日
に
居
住

し
て
い
た
市
町
村
で
発
行
さ
れ
た

も
の
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係

な
お
、
別
表
の
日
程
で
各
出
張

所
で
現
況
届
の
受
付
を
行
い
ま

す
。

程

月 日 t曇 所

一浦
6月10日(月) 語田)出張所

萱i頼

6月11日(火) 福重 1ト出張所
松原

6月12日(水) 竹松出張所

LJi月13日(木) 西大村出張所

受付時間

日

午前9時~午後4時

イす受

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

市
民
交
通
傷
害
保
険

H
た
だ
今
受
付
中
で
す
H

6
月
加
入
分
、

1
口
4
0
0
円

(
1
人

2
口
ま
で
)

総
務
課
、
各
出
張
所

保

険

料

申
込
窓
口

不
法
無
線
局
の
根
絶
を
め
ざ
し
て

H
6月
1
日
は
「
電
波
の
日
」

H

現
在
、

警
察
や
消
防
な
ど
の
重

要
無
線
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

に
多
く
の
混
信

・
妨
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
電

波
に
よ
る
も
の
で
す
。

多
く
の
人
が
電
波
を
公
平
に
、

し
か
も
能
率
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
ル

l
ル

〈電
波
法
〉
を
守

り
、
き
れ
い
な
電
波
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

郵
政
省
九
州
電
気
通
信
監
理
局

V
混
信

・
妨
害

(8

0
9
6
1

3
6
8
8
6
5
6
)
 

V
放
送
受
信
妨
害

(8
0
9
6

3
2
6
1
7
8
9
3
)
 

V
電
波
利
用
料
制
度

(2
0
9

6
3
2
61
7
8
9
2
)
 

法
定
労
働
時
聞
が
週

ω時
間
制
に
移
行

平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
、
現

在、

1
週
間
の
法
定
労
働
時
間
が

週
必
時
間
と
さ
れ
て
い
る
猶
予
措

置
対
象
事
業
場
に
つ
い
て
も
週
幼

時
間
制
が
全
面
的
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
週

ω時

間
制
の
実
施
に
向
け
て
計
画
的
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

労
働
基
準
監
督
署

(岱
⑧

3
3
1
0
)

多

建
築
物
実
態
調
査
に

/刊¥

ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
調
査
は
、
最
近
に
お
け
る

建
築
物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況

な
ど
を
調
査
し
、
国
や
都
道
府
県

の
住
宅
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

6
月
日
日
か
ら
初
日
ま
で
の
聞

に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課

(
合
②

0
0
1
0
)

-9-

.交流を深める吾ども会

(4/29 .市営陸上競技場)

各子ども会相互の親睦と受流を図りながら、

今後の活動を活発化させることを目的とした

「第36ロ大村市子ども大会」が4月29日、改装

された陸上競技場で行われました。大会は、あ

いにくの雨の中、 18団体、約700人の子ども会

員-育成会員が参加、手作りこいのぼりを先頭

に入場したあと、リレー、長なわとびなどを楽

しみ、お互いの受流を深めました。



みんなの
健康

「
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
」

大
村
市
医
師
会
会
長

田
崎
英
秋

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
新
緑
萌
え
る

よ
う
な
、
躍
動
の
季
節
で
す
。

で
も
私
ど
も
は
、
思
い
が
け
な
く
病
気

に
な
っ
て
、
生
命
の
リ
ズ
ム
を
乱
さ
れ
た

り
、
年
齢
を
か
さ
ね
る
う
ち
に
成
人
病
に

な
っ
た
り
、
さ
ら
に
老
化
現
象
が
進
行
し

て
活
力
が
低
下
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

苦
痛
状
態
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
人
々

は
、
医
療
の
助
け
を
求
め
て
病
院
を
訪
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
患
者
さ
ん
が
期
待
し

て
い
る
こ
と
と
医
師
の
対
応
が
、
あ
ま
り

に
も
ず
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
患
者
さ
ん
が
訴
え
て
い
る

個
々
の
病
状
を
、
医
師
側
が
医
学
的
常
識

に
の
み
基
づ
い
て
判
断
を
し
た
り
、
病
状

の
背
景
に
潜
ん
で
い
る
家
庭
や
職
場
で
の

問
題
点
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
無
視
し
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
病
気

の
全
体
像
を
は
っ
き
り
見
き
わ
め
て
、
最

良
の
状
態
に
治
す
よ
う
に
正
確
に
素
早
く

対
処
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
医
者

に
縁
の
な
い
人
生
の
方
が
よ
り
よ
い
こ
と

に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
が
、
差
恥
心
や
恐
怖

感
、
も
し
く
は
仕
事
の
忙
し
さ
に
か
ま
け

て
、
一
時
の
受
診
を
ち
ゅ
う
ち
よ
し
た
こ

と
に
よ
り
思
わ
ぬ
方
向
に
病
気
が
展
開
、

進
展
し
た
と
き
に
致
命
的
に
さ
え
な
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
身
体
に
な
に
か
不
安
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
い
つ
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
気
安
く
相
談
し
や
す
い

よ
う
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
l
人
か
2

人
決
め
て
お
く
と
安
心
で
し
ょ
う
。

「
予
防
接
種
」

大
村
市
医

田空---
川蓮
事

J恒

之

司。姐‘

皆
さ
ん
は
、
ジ
ェ
ン
ナ
!
と
い
う
人
の

名
前
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
、
当

時
非
常
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
天
然
痘
を
予

防
す
る
た
め
ワ
ク
チ
ン
を
作
り
、
自
分
の

子
ど
も
を
実
験
台
と
し
て
接
種
し
成
功
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
2

0
0
年
の
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。
大
村

地
方
に
お
い
て
も
、
約
1
5
0
年
前
こ
ろ

の
文
献
に
よ
れ
ば
天
然
痘
が
大
変
流
行
し

て
い
て
、
患
者
さ
ん
を
古
田
山
と
呼
ば
れ

た
場
所
に
隔
離
し
た
り
、
す
で
に
西
洋
か

ら
伝
え
ら
れ
た
種
痘
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
次
第
に
患
者
発
生
数
は
減

少
し
て
い
き
ま
し
た
。
更
に
W
H
O
を
中

心
に
世
界
的
に
種
痘
を
施
行
し
、
つ
い
に

こ
の
世
か
ら
天
然
痘
は
消
滅
し
た
と
発
表

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

ポ
リ
オ
(
脊
髄
性
小
児
麻
庫
)
も
昔
は

恐
ろ
し
い
病
気
で
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で

は
時
々
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
医
師

に
な
っ
て
お
年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ポ
リ

オ
の
患
者
さ
ん
を
診
察
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
か
ら

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
始
ま
っ
た
か

ら
で
す
。
何
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
一
方
世
界
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
ア
フ
リ
カ
、

中
東
、
イ
ン
ド
、
中
固
な
ど
に
は
か
な
り

の
ポ
リ
オ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

資
金
と
人
材
不
足
の
た
め
に
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
を
投
与
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
近
い
将
来
ポ
リ
オ
も
こ
の
世
か

ら
消
滅
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
行
わ

れ
て
い
る
予
防
接
種
は
、
母
子
健
康
子
帳

の
中
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
と

B
C
G
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
、

風
疹
、
三
種
混
合
(
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
)
、
日
本
脳
炎
で
す
。

大
村
市
に
お
い
て
は
、
ツ
反
、

B
C
G

と
ポ
リ
オ
は
集
団
接
種
と
言
っ
て
、
定
め

ら
れ
た
場
所
に
行
っ
て
接
種
を
受
け
ま

す
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
か
か
り
つ
け
医

で
あ
る
診
療
所
で
、
子
ど
も
の
健
康
状
態

を
見
な
が
ら
接
種
を
受
け
ま
す
。
以
上
の

よ
う
に
、
子
ど
も
達
に
予
防
接
種
を
ち
ゃ

ん
と
受
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

病
気
に
か
か
ら
な
く
な
り
、
さ
ら
に
流
行

も
消
失
す
る
の
で
す
。
こ
こ
数
年
ほ
と
ん

ど
診
る
こ
と
の
無
か
っ
た
麻
疹
が
、
今
年

に
な
っ
て
保
育
園
を
中
心
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
児
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
病
気

に
な
っ
て
か
ら
は
遅
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

予
防
接
種
を
早
め
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
疑
問
の
あ
る
点
が
あ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
遠
慮
な
く
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
し
て

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
流
行
性
耳
下
腺

炎
、
水
痘
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

自
費
接
種
で
す
が
、
病
気
に
な
る
よ
り
は

る
か
に
い
い
と
お
も
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
の
は
、
親
の

責
任
だ
と
お
も
い
ま
す
。

ヲ烏

ヲ貨

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
「
み
ん
な
の
健

康
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
村
市
医
師
会
や
国
立
長
崎

中
央
病
院
、
市
立
病
院
の
先
生
方
の
ご
協

力
を
え
て
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と

は
、
活
力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
w

つ
く
り
を
目

指
す
本
市
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。

暮
ら
し
の
安
心
・
健
康
の
支
え
と
し

て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

10 

歯
周
疾
患
検
診
を

実
施
し
ま
す

歯
の
6 箔干

?言
?面
10 
日

「
お
い
し
い
ね
か
め
る
喜
び

み
ん
な
の
幸
せ
」

多
く
の
人
が
、
若
い
こ
ろ
の
虫
歯
や
中

年
か
ら
の
歯
ぐ
き
の
病
気
(
歯
周
病
)
で

菌
を
失
っ
て
い
ま
す
。
∞
∞
歳
に
な
っ
て
も

却
本
以
上
の
菌
を
保
ち
、
健
康
で
豊
か
な

人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
生
、
自
分
の
菌
で
食
べ
れ
る
よ
う
に
、

菌
の
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
H

市
内
に
住
所
を
有
す
る
却
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
事
業
所
・
施
設
な
ど

で
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

実
施
期
間
H
6月
1
日
出

1
8月
白
日
出

検
診
料
金
H

無
料
で
す
。

募
集
人
員
H
1
0
0
人

実
施
医
療
機
関
H

市
内
の
歯
科
医
院

申
し
込
み
H
健
康
増
進
課



平成8年6月号広報おおむら

国民年金保険料

免除申請の手続きは
お早めに刀

第

9
回
大
村
市
国
民
年
金
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
選

「
お
見
舞
」
相
良
信
秋
さ
ん
(
本
町
)
の

作
品

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
(
自
営

業
、
農
漁
業
、
学
生
な
ど
)
は
、
自
分
自

身
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、
長
い
加
入
期
間
中
に
は
、
病

気
や
ケ
ガ
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
納

め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
病
気
な
ど
で
障
害
に

な
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
、
一
家

の
大
黒
柱
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
幼
い
お

子
さ
ん
が
残
さ
れ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
が
も
ら
え
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

自
分
の
老
齢
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
場
合
(
所
得
が
な
い
)
や
災
害
に
遭

っ
た
と
き
な
ど
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、

学
生
の
み
な
さ
ん
は
収
入
が
な

い
の
が

一
般
的
で
す
か
ら
、
ご
家
族
の
収

入
が
基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、

1
年
間
で
す
。

引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
3
分

の
l
し
か
受
給
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
年
以

内
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
(
追
納
)
に
よ
り
年
金
額
は

満
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

で
き
る
だ
け
追
納
し
、
よ
り
満
額
に
近
い

年
金
を
受
給
し
ま
し
ょ
う
。

免
除
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険

年
金
課
年
金
係
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
!

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

国
民
健
康
保
険
の
異
動
届
け
は
お
早
め
に
日

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険

税
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
り
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
の
に
届
け
出
が
遅
れ
、
う
っ
か
り

保
険
証
を
使
う
と
、
あ
と
で
医
療
費

(
7

割
ま
た
は
8
割
)
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

.
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
・
社
会
保

「一一人から二人へ、そして…J

明日の親のための学級(妊婦教室)を開きます
新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にした内

容です。講師はそれぞれの専門の先生が担当されますのでお気軽に

ご参加ください。これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

主 催中央公民館 共 催 健康増進課

期間 6月5日(水)一7月12日(金)計7回

会 場 中地区公民館

申込方法 電話またははがきで、中央公民館へ

(干856幸町25-33 市コミセン内包⑪3161)

30人 受講料 無料(ただし、教材費4∞円必要) 険
を
喪
失
し
た
と
き
・
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き
・
他
の
市
町
村
へ
転
出
す

る
と
き
.
世
帯
主
の
変
更
、
出
産
、
死
亡

の
場
合
こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
U
日
以
内
に
市

民
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
病
院
へ
新
し
い
保
険
証
を

見
せ
、
変
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、

3
月
に
か
か

っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

募集人員

講座内容

• •••••• •• • •• • ••••• •• 三種混合 ・麻しん・風しん ・日本脳炎
予防接種のお知らせ

お子様の体調の良いときに受けられるよう、年

間を通じて無料で実施しています。(母子健康手帳
をご持参くださp)
詳しくは、 『健康のしおりと国民健康保険』をご
覧ください。

※日本脳炎予防接種は、

ります。

• • •• •• ••• • • • •• • • •• • • 
8月31日までの実施とな

回 月日(曜日) 時間 内 ι合ヤ 5毒 自軍

6月5日
13 : 30 

oO素妊映敵娠画な中お「生の母保命さん健のに創な出るために・本との出会い 元学校教諭1 
(水) 16: 00 O 造J 保健婦

6月12日
13 : 30 

O妊歯婦のブと歯ラの健康 歯科医師
2 
(水) O ッシング指導 歯科衛生士

16: 00 

6月19日
9 : 30 

OO妊仲調娠理間実づ中の習く栄り養(話の摂し合り方いについて
栄養 士

3 保健婦(水) 13: 00 O間)

6月26日
13 : 30 

O母育入浴乳児のでに育つさてるために
4 O いて 保健婦
(水) 16: 00 O せ方(実習)

18 : 30 お父さん出番で、すよ (PA R T 1造)」

5 
6月28日 Oフィルムフォーラム「生命の創

保健婦
(金) O入浴のさせ方の実習

20 : 00 ~お父さんのためにー

7月5日
18: 30 

Oお母父乳さ育ん児出と番父で、親すのよ役(割PART2) 6 小児科医師
(金) について

20: 00 

13 : 30 Oお産の経ズ過法Lついて

7 
7月12日 つラマー ・妊婦体操 (実習) 保健婦
(金) O母産子後用品のそろえ方

16: 00 O の保健

-11-



ご意見をお聞かせください
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号火
員火懇政市

地
域
の
皆
さ
ん
と
親
し
く
接
し
、
明
る

く
住
み
よ
い
夢
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
、
つ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
長
と
皆
さ
ん
が

自
由
に
語
り
あ
う
、
市
政
懇
談
会
を
開
き

ま
す
。

人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
・
場
所
日
程
表
の
と
お
り

時
間
い
ず
れ
も
午
後
1
時
却
分
j

4
時

地 区 月 日 I曇 所

西大村 6月24日(月) 中地区公民館

松原 6月26日(水) 松原出張所

大村 6月28日(金) 市役所大会議室

鈴田 7月2日(火) 鈴田出張所

萱瀬 7月4日(木) 萱瀬出張所

竹松 7月8日(月) 竹中公出張所

福重 7月11日(木) 福重出張所

三浦 7月16日(火) 三浦出張所

農業委員会委員選挙

告示日 6月30日(日)
投票日 7月7日(日)
=午前7時~午後6時二

任期満了による農業委員会委員選挙が6月30日に告示さ

れ、 7月7日投票が行われる予定です。

この選挙は、農家の皆さんにとって農地事情の改善・農

業経営の合理化 -農業振興の推進など、 農家の皆さんの地

位向上に寄与する委員を選ぶ大切な選挙です。 6
月
1
Bか
ら

新
用
途
地
域
制
度
ス
タ
ー
ト

都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の
改

正
(
平
成
5
年
6
月
か
ら
施
行
)
に
伴
う

新
用
途
地
域
制
度
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、

平
成

8
年
6
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、
各
用
途
地
域
に
お
い
て

建
築
で
き
る
建
築
物
の
用
途
が
、
改
正
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
政

だ
よ
り
「
広
報
お
お
む
ら
平
成
8
年
1
月

号
」
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
カ
ラ
ー

折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

立候補予定者説明会

今回の農業委員選挙に立候補を予定されている人および

関係者に対し、次のとおり説明会を開催します。

日時 6月25日(火)、午後l時30分

場所市役所第8会議室

※立候補届出用紙などは当日お渡しします。

なお、投票に関する詳しいことは、次回7月号に掲載し

ます。 (大村市選挙管理委員会)

「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
」
と
関
さ
ん
へ
花

束
を
贈
る
甲
斐
田
市
長

4
/
羽
・
自
宅
)

101歳スヨさん関

4月30日で101歳を迎えられた関スヨさん(木場1丁目・

明治28年生まれ)の自宅を、甲斐田市長が訪れ、 「お元気で

したか」と長寿の祝いに花束を贈りました。関さんは、一人

住まいで週2回ホームヘルパーさんが手伝いするほかは、料

理や簡単な洗濯も一人でこなすほど元気。この日は、朝から

庭の草取りもされたそうです。また、スイカが大好物だそう

で、市長もごちそうになりながら、昔話しに花を咲かせてい

ました。長寿おめでとうございます。

12 

毎熊

5月2日で104歳を迎えられた市内最高齢者、毎熊リシさ

ん(鬼橋町-明治25年生まれ)を、田中助役が同日、入院先

の恵寿病院にお見舞いを兼ね訪れました。毎熊さんは、寝た

きり状態ではありますが元気。最近、風邪をひかれて食事の

量は少なくなったとのことです。大好きな “まんじゅうのあ

ん"は毎日食べられてるそうです。助役から 「長生きしてく

ださLリ と声をかけられ花束を贈られると、会釈でこたえら

れました。長寿おめでとうございます。
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廃
品
回
収
の
報
奨
金
ア
ッ
プ

H
資
源
物
回
収
報
奨
金
の
金
額
を
改
正
H

減
量
化
は
分
別
の
徹
底
が
決
め
手

ふえ続けるごみの

減量化を推進するた

め、国民のごみに対

する意識の変革を求

めて「ごみ減量化推

進週間」が今年も実

施されます。

生活様式の多様化

や消費生活の変化に

より使い捨てを美徳とする風潮にあります。ごみの排出量

は年々増加の一途をたどり、また、廃棄物の最終処分場を

めぐる環境も難しいものとなっています。

ごみの減量化は、市民一人ひとりがごみとして出す前に、

廃棄物と再生資源化できるものとに分別して排出すること

で達成できます。「混ぜればごみ、分ければ資源Jを
心掛け、皆さん一人ひとりのご協力をお願いします。

市内の行事・催しなどを放送中

。インフォメーション大村ガイド

NBCラジオ毎週金曜日、午後 1時

。マイシティ マイタウン

FM長崎毎週土曜日、午前8時55分

5月30日~
8月5日

ゴミ袋は、中身の見える透明袋を使いましょう f

額
を
1
キ
ロ
グ
ラ
ム

2
円
か
ら
1
キ
ロ
グ

ラ
ム

5
円
に
改
定
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

一
層
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
5
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
資
源
化

物
回
収
推
進
報
奨
金
制
度
が
発
足
し
て

3

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
で
は
登
録
団
体
も
1
0
6
団
体
と
な

り
、
資
源
物
回
収
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
資
源
物
が
ご
み
と
し
て
処
分

さ
れ
ず
に
、
資
源
物
と
し
て
回
収
さ
れ
た

量
は
平
成
7
年
度
で
は
、
約
7
3
2
ト
ン

に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
が
収
集
し

た
ご
み
の
う
ち
、

2
、
3
4
6
ト
ン
が
資

源
物
と
し
て
回
収
さ
れ
て
お
り
平
成
7
年

度
全
体
で
は
、

3
、
0
7
8
ト
ン
が
資
源

物
と
し
て
回
収
さ
れ
、
ご
み
の
減
量
に
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、
報
奨
金
の
金

ごみ減量化推進週間

古|古|対報
妥

fi判官
司比 ロローニー

:)ξ 

類 |類|目付

2 121 ?々
円 |円
/1/1牛
l匂 |匂 |前

改

定

後

(
平
成
8
年
4
月
か
ら
)

5
円
/
匂

5
円
/
匂

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
廃
品
回
収
な
ど

で
回
収
し
た
資
源
物
(
古
紙
類
・
古
繊
維

類
に
限
り
ま
す
)
に
対
し
て
営
利
を
目
的

と
し
な
い
団
体
に
報
奨
金
を
出
す
制
度
で

す
。
利
用
す
る
に
は
、
市
に
団
体
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
清
掃
課

(宮

@
3
1
0
0
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
さ
く
ら
荘
」
記
念
大
会

環境の日(6月5日)を含む6月を環境月間として定

め、県下全市町村で、空きかん回収キャンペーンが実施

されます。本市においても、郷土の環境美化を図るため、

今年も市内一斉に実施します。市民の皆さんの参加・協

力方をよろしくお願pします。

日 時 6月2日(日)、午前7時30分一8時30分

実施主体大村市、大村市衛生組織連合会、大村市民憲

章推進協議会

家庭では、町内清掃に参加する前に家族みん

なで家のまわりの清掃を行います。

町内では、各家庭をはじめ、子ども会、青年

団、婦人会、老人会などへ呼びかけて、道路

や広場・公園などの清掃を行います。

危険な場所、例えば交通量の多い道路や線路、

踏切周辺、崖などは必ず避けて実施するよう

にしてくださt)0 

問い合わせ 空きかん回収キャンペーン実施事務局

(環境保全課内包@4111 内線144)

空きかん回収キャンペーン

回収業者

市清掃課

平成8年6月号広報おおむら

各種団体

ー 13-
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実施方法

安全対策



市
臨
時
臓
員・パ
i
ト
職
員

勤
務
場
所
U
①
市
立
病
院
・
・
・
臨
時
職
員

職
種
H
看
護
婦
(
士
)
ま
た
は
准
看
護

婦
(
士
)
応
募
資
格
H
免
許
を
有
す

る
人
申
込
期
間
H
年
間
を
通
じ
て
随

時
受
け
付
け
ま
す
②
健
康
増
進
課
・
:

パ
l
ト
職
員
職
種
H
保
健
婦
(
士
)
、

管
理
栄
養
士
、
看
護
婦
(
士
)
ま
た
は

准
看
護
婦
(
士
)
応
募
資
格
H
そ
れ

ぞ
れ
の
免
許
お
よ
び
普
通
自
動
車
免
許

市営住宅入居者

16，400~23，200 K 3 2 東諏訪

15，500 3DK 3 田I也

25，200 3DK 2 城
1種

を
有
す
る
人
申
込
締
切
H
6
月
却
日

嗣
採
用
月
日
H
7
月
1
日
間
申
込

方
法
H
①
②
と
も
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
貼
付
の
う
え
、
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を

添
付
し
て
人
事
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
H
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
人
事
課
(
包
⑧
4

1
1
1
内
線
2
7
0
)

へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l

資
格
H
介
護
福
祉
士
、
看
護
婦
な
ど
の

資
格
取
得
者
お
よ
び
、
こ
れ
に
準
ず
る

資
格
取
得
者
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
有
し
、
昭
和
却
年
4
月
2
日
か
ら

日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
条
件
U
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
採
用
後
住
む
こ
と
が
で
き
る
人

30，000 

原 20，500 

3DK 

3DK 

1 

1 

松並第一

口

25，000 3DK 1 古賀島
2種

24，000 3DK 1 松並第一

27，000 

申込期限 6月11日

抽選日 6月20日

入居日 7月1日

申し込み・問い合わせ

り。
休)、午前10時30分から

伺)

建築課住宅係

3DK 1 央中

採
用
予
定
人
員
H
1
人
採
用
予
定
月

日
H
7
月
1
日
申
込
期
間
H
6
月
3

日
間
j
H
日
仰
試
験
日
H
6
月
日
日

制
応
募
方
法
H
所
定
の
申
込
用
紙

(
事
務
局
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い

。
問
い
合
わ

せ
H
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西
一二

城
町
8
番
地
企
⑧
1
3
5
1
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
)

①
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン

入
門
講
座
受
講
生

内
容
H
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
は
あ
る
が
、

さ
わ
っ
た
ら
こ
わ
し
そ
う
だ
と
考
え

て
、
さ
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
人
な
ど
、

ま
っ
た
く
の
初
心
者
を
対
象
に
、
ワ
ー

プ
ロ
機
能
を
楽
し
く
学
習
す
る
入
門
編

県営住宅入居者

6月12自体)から

6月19日体) ~21日働

県住宅供給公社大村事務所
(ft⑫6 8 2 5) 

案内書配布

申込期間

申し込み・
問い合わせ

で
す
。

期
日
H
6
月
日
日
j
7
月
四

日
ま
で
の
、
火
・
金
曜
日
、
全
日
回

時
間
H
午
後
7
時
i
9
時
(
開
・
閉
校

式
の
と
き
は
、
午
後
6
時
加
分
j
8
時

加
分
)
場
所
H
大
村
工
業
高
校
講

師
H
大
村
工
業
高
校
教
諭
対
象
H
成

人
制
人
(
抽
選
)
*
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

2
、
0
0
0
円
程
度
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
U
6
月
7
日
働
必
着

?感
②
趣
昧
の
家
庭
園
芸

講
座
受
講
生

内
容
H
菊
n

つ
く
り
を
中
心
と
し
た
観
葉

植
物
・
鉢
物
・
野
菜
・
ハ
ー
ブ
・
盆
栽

を
は
じ
め
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・
パ

ン
m

つ
く
り
ま
で
幅
広
い
分
野
を
学
習
す

る
講
座
で
す
。

期
間
H
6
月
却
日
か

ら
第
1
・
第
3
土
曜
日
を
中
心
に
日
回

時
間
H
午
後
1
時
加
分
1
4
時
加
分

(
内
容
に
よ
り
午
後
3
時
却
分
ま
で
)

場
所
H
大
村
園
芸
高
校
講
師
リ
大
村

園
芸
高
校
教
諭
対
象
H
成
人
初
人

(
抽
選
)
材
料
費
H
本
人
負
担
申

込
期
限
H
6
月
U
日
倒
必
着
申
込
方

法
H
①
②
と
も
、
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

*
こ
れ
ま
で
本
講
座
を
受
講
し
た
こ
と

の
な
い
初
心
者
で
全
講
座
を
受
講
で
き

る
人
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
パ
ソ
コ
ン
講

座
・
園
芸
講
座
係
(
玖
島
1
丁
目
お
番

地
企
⑧
4
1
1
1
)
*
教
育
委
員
会

で
抽
選
の
う
え
、
後
日
、
返
信
用
は
が

き
に
て
通
知
し
ま
す
。

14 

弓
道
教
室
参
加
者

期
間
H
6
月
日
日
i
8
月
お
日
、
毎
週

火
・
金
(
計
初
回
)
時
間
H
午
後
7

時
1
9
時
場
所
リ
市
営
弓
道
場
対

象
リ
一
般
男
女
却
人
参
加
費
リ
1
、

6
0
0
円
(
教
材
費
・
保
険
料
含
み
ま

す
)
申
込
期
限
U
6
月
2
日

間

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
市
弓
道
協
会

(
市
営
弓
道
場
合
⑭
5
1
2
8
)

ギ
タ
l
初
級
講
座

名
曲
を
教
材
に
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
!

3
か
月
で
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
が
弾

け
ま
す
。

期
間
H
6
月
7
日
か
ら
毎

週
金
曜
日
(
3
か
月
間
)
会
費
H
1

か
月
2
、
5
0
0
円
、
テ
キ
ス
ト
代
1
、

0
0
0
円
問
い
合
わ
せ
H
大
村
ギ
タ

ー
合
奏
団
(
包
⑮
7
0
2
9
和
固
ま

で
)
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H
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
意
見
募
集
H

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
の
効
率

化
お
よ
び
事
務
事
業
の
見
直
し
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
お

一
層
市
民
の

皆
さ
ん
ヘ
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
「
行
政
改
革
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
新

し
い
市
役
所
m

つ
く
り
の
た
め
の
ご
意
見

を
募
集
し
、
今
後
の
行
政
改
革
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
市

役
所
の
組
織
・
事
務
な
ど
に
つ
い
て
、

率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
H
様
式
、
枚
数
に
つ
い
て
は

長崎県特定優良賃貸住宅

(種村マンション)入居者

当マンションは、長崎県特定優良賃貸住宅(長

崎ゅうゅう住宅)として、住宅を必要としている

中堅フ ァミリ一層が、収入に応じた適正な家賃で

入居できるよう、国-県および大村市が入居者の

家賃の一部を助成して、良好な民間賃貸住宅を公

的住宅として供給する住宅です。

自
由
で
す
。

「改
善
す
べ
き
占
亡
、

「新

た
に
要
望
し
た
い
点
」
、
「
良
い
点
」
な

ど
を
記
入
し
た
用
紙
に
住
所
、
氏
名
を

書
い
て
総
務
課
行
政
係
(
〒
郎
大
村
市

玖
島
1
丁
目
お
番
地
)
ヘ
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
(
合
⑨

2
9
0
2
)
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
出
張
所
の
窓

口
お
よ
び
市
役
所
玄
関
に
あ
り
ま
す
休

日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
で
も
結
構

で
す
。

応
募
締
切
日

7
月
白
日
附

問
い
合
わ
せ
H
総
務
課
行
政
係
(
包

⑧
4
1
1
1内
線
2
1
3
)

住宅名 種村マンション

所在地 大村市玖島 2丁目415番地 lほか

間取り 3LDK (~附9.4畳、和室約7狸
洋室約6.3畳・約6.1畳

募集戸数 12戸

契約家賃 79，000円
家 首 入居者負担額 60，400円より

(入居者負担額は入居者の収入に応じた家賃設定になります)

共益費 2，000円

駐車料 3，000円

夏
休
み

「
青
少
年
園
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」

在
日
外
国
人
(
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
)
の
人
々
と
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ

て
活
動
を
共
に
し
、

言
語

・
習
慣
を
越
え

て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

対
象
H
小
学
4
年
生
j
高
校
3
年
生

実
施
日
H
7
月
お
日
同
j
お
日
間

場
所
H
小
学
生
・
・
・
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
(
静
岡
県
)
中
学
・
高
校
生

・
:
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

(
山
梨
県
)
事
業
説
明
会
H

九
州
地
区

(
福
岡
)
:
・

6
月
日
日
間
、
午
後
3
時
加

分
j

5時
福

岡

朝
日
ビ
ル
問
い
合
わ

せ
H

働
国
際
青
少
年
研
修
協
会

(
8
0

3
3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

入居予定日 8月1日(木)

申込書配布 5月30日 (木)から
(申込書は県住宅課、市建築課、県住宅供給公社管理

課・諌早、大村事務所で配布します)

申込期間 6月6日(木)-12日(水)

午前10時~午後 3時まで
(但し土・日を除きます)

県住宅供給公社大村事務所

(H⑫ 6825) 

県住宅供給公社管理課

(H0958⑫ 3050) 

申込場所

問い合わせ

小作料の標準額が改訂されました
現在、利用中の標準小作料は、 4月分から次の
とおり改訂されましたので、 目安としてご利用く

ださい。 (農業委員会)

農地の 小作料の標準額
区分 (円/10a) 備 考

上 24，000円
10a当たり収量が
米531kg以上

田

部の 中 20，000円
10a当たり収量が
米422-530kg

下 15，300円
10a当たり収量が
米422kg未満

上 8，600円
固定資産等級別評価額

78級一68級

畑
の 中 7，200円

固定資産等級別評価額

音日 67級一57級

下 5，200円
固定資産等級別評価額

56級-47級

お
し
ら
せ

国
家
公
務
員

E
種
採
用
誌
験

H
高
等
学
校
卒
業
程
度
H

①
行
政
事
務
、
電
気
・
情
報
、
機
械
、
土

木
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、
農
業
土
木
、

林
業
資
格
H
昭
和
必
年
4
月
2
日
l
M年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

②
郵
政
事
務
A
・
B

資
格
H
昭
和
必
年
4
月
2
日
j
uA
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

③
税
務

資
格
H
昭
和
日
年
4
月
2
日
j
UA年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
H
①
)
②
③

と
も

6
月
お
日
側

1

7
月

3
日
嗣

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
H
人
事
院

九
州
事
務
局
(
平

lm福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
2

1

1

8

0
9
2
1
4
3

1

7
7
3
3
)
※
③
税
務
に
つ
い
て
は
、

諌
早
税
務
署
(
岱
⑫

1
3
7
0
)
で
も

結
構
で
す
。

防
衛
庁
臓
員
採
用
試
験

1
品
等
学
校
卒
業
程
度
H

。
川
種
試
験
(
初
級
係
員
・
:
一
般
事
務
、

電
気
、
機
械
、
土
木
、
建
築
)

資
格
U
昭
和
川
崎
年
4
月
2
日
j
M
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人
(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
込
期
間

H
7
月
山
日
附

l
m
日
倒

受
験
案
内
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
H
福
岡

防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
(
一
T

m福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2
1
m

7
8

0
9
2
4
7
2
1
2
3
2
1
)
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調
理
師
誌
験

試
験
日
時
H
7
月
弘
日
側
、
午
前
目
時

加
分
j
午
後
2
時
初
分
試
験
地
H
長
崎

市
・
佐
世
保
市
願
書
受
付
期
間
H
6
月

3
日
間
1
日
日
開
願
書
・
問
い
合
わ

せ
H
大
村
保
健
所
保
健
予
防
課
予
防
班

(
包
⑧
2
1
9
3
)

鉄
砲
万
剣
登
録
審
査
会

日
時
H
6
月
日
日
間
、
午
後
1
時
1
3

時

場

所

H
県
北
振
興
局
持
参
す
る

物
H
①
当
該
銃
砲
万
剣
類
②
万
剣
類
発
見

届
出
済
証
③
申
請
者
本
人
の
印
鑑
登
録

手
数
料
H
(
1件
)

V
登
録
証
交
付
手
数

料
H
5
、
9
0
0
円
V
登
録
証
再
交
付
手

数
料
3
、
0
0
0
円
問
い
合
わ
せ
H
県

文
化
課
、
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所
、

市
文
化
課

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

長
崎
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
は
じ
め
、
専

門
的
技
術
講
習
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

世
界
・

7月19日から
87日間開催

l¥ 
入場券 (単位円)

入場券の種類 区 分 日リ "7士EE 当日券
(H8.1.28- (H8.7.19-
8.7.18) 8.10.13) 

f¥ 大 人 300 500 
ウ
普通入場券 中 人 250 400 ス

T 
(サテライト会場のみ)

人 150 300 
ノ

大ボ ノ、ウステンボス 人 2，700 

ス 共通入場券 中 人 2，200 
d場zh z (ハウステンボスにも
入場できます) 人 1，700 

主会場

大 人 2，500 2，800 

普通入場券
高校生 1，800 2.000 

小-中学生 1，350 1，500 

佐有賀県国

幼 j!日u 400 500 

大 人 6，000 

パスポート券
高校生 4，500 

田T (全期間通用券) 小-中学生 3，300 

幼 j!日し 1，100 
※身体障害者の人ならびにその介護者、 70歳以上の人などは特別割
引き入場券 (当日売りのみ)の方が剖り安です。

す
。詳
し
く
は
、
長
崎
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2

3
2
3
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
、

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
を

お
忘
れ
な
く
日

納
期
の
特
例
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴
収

義
務
者
が
、

平
成
8
年
1
月
か
ら
6
月
ま

で
に
支
払
っ
た
給
与
所
得
な
ど
か
ら
源
泉

徴
収
す
べ
き
所
得
税
額
は
、

7
月
叩
日

制
が
納
付
期
限
で
す
。

平
成

8
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
に
つ
い
て

平
成
8
年
分
に
つ
い
て
も
、
平
成
7
年

分
に
引
き
続
き
所
得
税
の
特
別
減
税
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
6
月
お
よ
び
年
末
調
整
時
の
2
回
に
、

納
税
額
の
日
%
相
当
額
(
最
高
限
度
年
間

5
万
円
)
を
主
た
る
給
与
の
支
払
者
(
源

泉
徴
収
義
務
者
)
に
お
い
て
、
還
付
ま
た

は
控
除
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
特
別
減
税
の
事
務
手
順
は
前
年
と
同

様
で
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
法
人
課
税
部

門
源
泉
所
得
税
担
当
(
岱
⑫

1
3
7
0
)

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水環境フォーラム'96
=長崎大会開催=

地球環境講演会
~美しい地球を子ども達に~

6月13日 (木)

午後 l時一 4時

ハウステンボス・ユトレヒトプラザ

環境庁水質保全局ほか

記念講演

「日本の水 世界の水」

佐藤ギン子さん

ノfネルディスカ ッションほか

無料 (フォーラ ム参加申込者に

は無料入場券を発行します)

時

所

催

容

日

場

主

内

有害な紫外線UV-Bが強まり、皮

膚ガン、白内障が増え、 農作物にも影

響が出ています。美しい地球を子ども

達に残すために、 今、価値観の転換が

必要で、はないでしょうか。

皆様のご参加をお待ち しています。

求
人
求
臓
の
皆
さ
ん
へ

U
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
日

大
村
市
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
が
い
を
高

め
、
明
る
く
楽
し
く
健
康
で
過
ご
さ
れ
る

よ
う
、
年
齢
に
あ
っ
た
仕
事
の
紹
介
・
あ

っ
旋
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
気
軽
に
来
所
の
う
え
、

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

在
多
く
の
健
康
で
経
験
豊
富
な
方
々
が
、

入場料

問い合わせ

県環境保全課水質班

(岱0958⑫ 11721)

16 

性酎保市環境保全課

( n0956⑪ 8 2 3 7) 

「オゾン層破壊など

地球環境の現状について」

高木善之氏

6月2日 (日)
午後零時30分~3 時

会場向陽高校体育館

※前売券 1，∞0円 (当日券1，2∞円)

問い合わせ

『地球の声を聴こうJ市民の会
(東本町274-3n @ 6 9 5 3) 

アーマ

師

時

5書

日

識
の
博
覧
会
前
売
券
発
売
中
打

発
売
所
各
出
張
所
、
観
光
案
内
所

(
J

R
大
村
駅
前
)
、
市
観
光
課

※
観
光
案
内
所
は
、
毎
日
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
6
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
観
光
課

働
く
職
場
を
探
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

に
適
す
る
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
臨

時
・
パ

l
ト
に
か
か
わ
ら
ず
お
申
し
つ
け

く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
H
軽
作
業
、
雑
役
(
草
と
り
、

庭
木
の
せ
ん
定
、
掃
除
、
洗
濯
、
付
き
添

い
、
老
人
・
病
人
な
ど
の
世
話
)
、

一
般

事
務
、
留
守
番
、
倉
庫
番
、
宿
直
、
夜
警
、

集
金
ほ
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所
(
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
包
⑮
7
8
9
2
)



(
玖
島
・

西
大
村

・
郡

・
桜
が
原

・
大

村
)
、
大
村
高
校
、
向
陽
高
校
、
大
村

少
年
合
唱
団
、
大
村
混
声
合
唱
団
、
カ

ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
、
大
村
グ
リ
ー
ン
コ

ー
ラ
ス
、
ダ
カ
l
ポ
、
コ
ー
ル
あ
じ
さ

い
、
シ
ル
バ
ー
メ
ン
ネ
ル
コ

l
ル

主

催
H
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い

合
わ
せ

U
富

永

(
包
@
4
0
6
7
)

第

1
回
大
村
市
長
杯
争
奪

お
お
む
ら
菖
蒲
ま
つ
リ

囲
碁
名
人
戦
・
将
棋
大
会

出
場
者
ぼ
し
ゅ
う

E

h--

日
時
H
6
月
日
日
間

1
部
・:
午
後
1

時
開
演

2
部
・
:
午
後
3
時
開
演

場

所
H
市
民
会
館

入
場
料
H
3
0
0
円

出
場
団
体
リ

大
村
小

コ
ー
ラ
ス
ク
ラ

ブ
、
旭
が
丘
合
唱
ク
ラ
ブ
、
各
中
学
校

。
囲
碁
名
人
戦

日
時
H
6
月
初
日
間
、
午
前
9
時
初
分

受
付
、
午
前
日
時
開
会

場
所
H
商
工

会
議
所
大
ホ
l
ル

対
戦
要
項
H
A
ク

ラ
ス
・:
最
高
位
戦

B
ク
ラ
ス
:
・3
段

1
5
段

C
ク
ラ
ス
:
初
段

1
2
段

D
ク
ラ
ス
:
・
有
級
者

参
加
費
H

大
人

1
、
5
0
0
円
、
小

・
中
学
生
1
、
0

0
0
円
(
昼
食
代
を
含
み
ま
す
)

申

し
込
み

H
観
光
協
会
(
包
@
3
6
0
5
)

大
村
囲
碁
セ
ン
タ
ー
(
包
@
8
5
1
1
)

O
将
棋
大
会

日
時
H
6
月
初
日
間
、
午
前
9
時
受
付
、

午
前
日
時
開
会

場
所
H
市
民
会
館

3

階

対
戦
要
項
H
A
ク
ラ
ス
:
・3
段
以

上

B
ク
ラ
ス
・:
初
段
1
2
段

C
ク

ラ
ス
:
・
有
級
者

参
加
費
H
大
人

1
、

5
0
0
円
、
小

・
中
学
生
1
、
0
0
0

円
(
昼
食
代
を
含
み
ま
す
)

申
し
込

み

H
観
光
協
会

(2
9
J
6
0
5
)
大

村
将
棋
道
場
(
宮
⑧
b
0
9
5
)

、、，，
ノ
ハU
ハ
Uつ臼

A
斗
A@
 

宮
本
町
出
山

平成8年 6月号広報おおむら

盃空P 菖蒲祭り俳句大会
日 時 6月9日 (日)、午前10時受付開始

正午締め切り、互選

場 所 市役所大会議室(2階)
投 句 数 当日吟 3句

会費 1.000円

問い合わせ 大村市文芸協会俳句部会

図書館から

新着図書のご案内

費は投げられた。ルピコン川を渡った

カエサルは、暗殺されるまでのたった 5

年間で世界を変えた…。息もつかせぬ迫

力で描かれるそれからのカエサル。

塩野七生が書き下ろす、刺激あふれる物

語の第5弾。

.. 世

ローマ 人の物 語 5
ユリウス・ カ工サル
ルピコン以後=塩野七生著

(アニメ12分)

(アニメ12分)

(アニメ12分)

(アニメ12分)

-桃太郎

・豆つぶころころ

・わらしベ長者

・田植地蔵

問い合わせ

〈一 般 書〉はやぶ、さ新八御用帳(平岩弓枝著)/ふたりの恋人
(赤川次郎著)/流行としての世紀末(曽野綾子著)/義なくば立た

ず(真鍋繁樹著)/日本経済の本当の話 上・下 (R・ターガート ・

マーフィー著)/林檎の木の道(樋口有介著)/患者よ、がんと闘う

な(近藤誠著)/台風娘(薄井ゅうじ著)/さようならということ

(ダン・フランク著)/東京タワーの見える島(泉麻人著)/ゆるや

かな紳(大江健三郎著)

視聴覚ライブラリー

(fi⑭3161 市コミセン内)

※市コミセンは、移転作業のため、中止します。
市立図書館 (包⑫ 2457)
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問い合わせ



第
包
固

長
崎
県
新
人
発
表
演
奏
会

日
時
H
6
月
H
日
倒
、
午
後

6
時
加
分

間

演

会

場
H
長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー

ル
入
場
料
H
一
般
1
、
0
0
0円

高
校
生
以
下
5
0
0
円

主

催

H
長
崎
県

文
化
団
体
協
議
会
・

N
B
C
長
崎
放
送

問
い
合
わ
せ
H
県
文
化
課

(
2
0
9
5

8
②
6
0
4
9
)
 

自
動
車
の
安
全
性
に
調
。
を
H

運
輸
省
と
そ
の
認
可
法
人
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
8
年
3
月
、
冊

子

「自
動
車
安
全
情
報
」
を
試
行
的
に
公

表
し
ま
し
た
。

こ
の
「
自
動
車
安
全
情
報
」
は
、
自
動

車
購
入
の
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、

安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
よ
う
、

①

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
と
正
し
い
着
用
法

に
つ
い
て
の
説
明

②
国
産
乗
用
車
の
安

全
装
置
の
装
着
状
況
一
覧
表

③
高
速
ブ

レ
ー
キ
性
能
と
前
面
衝
突
安
全
性
能
に
つ

い
て

1
5
0
0
α
ク
ラ
ス
の
国
産
乗
用
車

長崎県子ども舞台芸術祭典

=劇団風の子九州=

① 「ちよちよいのチョイス」
日時 6月12日附午後7時一8時10分

会場市民会館大会議室

( 4年生以上を対象)

8
車
種
の
比
較
試
験
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の

「自
動
車
安
全
情
報
」
の
入
手

方
法
は
、
長
崎
陸
運
支
局

(
8
0
9
5

8
⑧

4
7
4
7
)
ま
た
は
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
長
崎
支
所

(
8
0
9
5

8
⑫
8
8
5
3
)
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ
て
遊

び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

H
6
月
辺
日
出
、
午
後
1
時
却
分

1
3
時

泊

分

場

所

H
中
地
区
公
民
館

内
容
H

「
お
さ
か
な
い
っ
ぱ
い
U
水
族
館
」

問
い
合
わ
せ
H
中
地
区
公
民
館
(
包
⑧

1
3
7
6
)
 

(動物を折りました)

② 「にっこりぽっかり座」
日時・場所

g6月14日(針
・午後6時30分-7時40分/市民会館大会議室

g6月15日(土)
・午後l時-2時10分/西大村コミセン
・午後7時-8時10分/田下公民館

g6月16日(日)
・午後2時-3時1的士/富の原2丁目公民館

会費 ①②とも会員は会費より、

1日会員は1，:ID円 (4歳以上)

主催大村子ども劇場

問い合わせ 大村子ども劇場事務局

(fi⑭ 7 0 6 3) 

ご
寄
付

4
4

4

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
富
浦
保
(
杭
出
津
3
丁
目
)
日
万
円

V
森
永
悟
(
寿
古
町
)
5
万
円

V
吉
田
敏
(
玖
島
2
丁
目
)
叩
万
円

V

一
瀬
ヤ
エ
子
(
松
山
町
)
5万
円

V
漬
崎
ツ
ル
エ
(
松
原
本
町
)
5万
円

V
林
田
敏
彦
(
松
原
本
町
)
加
万
円

V
岩
永
雪
雄
(
武
部
町
)
日
万
円

V

一
瀬
仁
子

(
古
町
2
丁
目
)
日
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
藤
尾
崎
(
諏
訪
1
丁
目
)
却
万
円

V
山
川
ヤ
ス
(
東
野
岳
町
)
5
万
円

V
本
浦
ツ
ギ
(
久
原
1
丁
目
)
5
万
円

V
西
津
純
子
(
久
原
2
丁
目
)
2
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
山
川
ヤ
ス
(
東
野
岳
町
)
3万
円

V
陣
内
京
子
(
上
諏
訪
町
)
5万
円

松
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

V
林
田
敏
彦
(
松
原
本
町
)
日
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
(
チ

ャ
リ
テ
ィ
1
益
金
)
お
万
2
千
円

V
蜘
み
つ
る
興
産
(
出
庖
協
賛
金
)
9万

1
千
2
9
6
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
篠
倉
千
鶴
子
(
池
田
1
丁
目
)
2
万
円

V

「
愛
の
黙
示
録
」
上
映
委
員
会
H
ロ
万

円V
歌
謡
グ
ル
ー
プ

s
i
c
k
H
m
万
円

V
奏
月
会
大
正
琴
大
村
支
部
H
4
万
1
千

3
4
5円

V
九
電
ユ
ニ
オ
ン
大
村
分
会
H
5
万
2
千

6
2
0
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
H
(森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・

松
尾
謙
・
末
、
水
辰
夫

・
小
下
一
義
)
H
理

容
奉
仕

(
4
月
1
5
月
)

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

慈
恵
荘
へ

V
南
勇
次
(
小
川
内
町
)
日
万
円

V
川
里
マ
サ
(
乾
馬
場
町
)
2
万
円

V
水
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
童
謡
を
歌
う
会
H
H
歌
・
踊
り
来
荘
・
タ

オ
ル
・
せ
っ
け
ん
ほ
か

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
生
花

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
作
業
奉
仕

V
原
口
と
も
子
(
野
岳
町
)
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
紅
の
会
H
舞
踊
訪
問

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
荘
司
賓
(
佐
世
保
市
)
植
木
手
入
れ

泉
の
里
へ

V
松
尾
美
富
代
(
上
諏
訪
町
)
お
子
玉
・

紙
風
船

V
高
木
三
枝
(
久
原
2
丁
目
)

l
万
円

V
吉
田
文
枝
(
西
三
城
町
)
ま
ん
じ
ゅ
う

(
敬
称
略
)
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V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
屈
佐
世
保
営

業
所
H
せ
っ
け
ん
ほ
か

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
笹
野
行
彦
(
兵
庫
県
伊
丹
市
)
2
万
円

V
陣
内
京
子
(
上
諏
訪
町
)
5
万
円

V
木
下
水
子
(
玖
島
2
丁
目
)
5千
円

V
芳
文
美
会
H
5千
円
・
慰
問

V
立
正
佼
成
会
H
供
養

V
登
貴
和
木
会
U
奉
仕

V
桃
道
会
道
千
世
教
室
H
慰
問

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
九
州
花
王
販
売
側
長
崎
支
届
佐
世
保
営

業
所
H
せ
っ
け
ん
ほ
か

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
日
お
し
ぼ
り

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童
謡
・

唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
副
島
武
雄
(
東
大
村
1
丁
目
)
庭
樹
類

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
九
州
花
王
販
売
側
長
崎
支
届
佐
世
保
営

業
所
H

せ
っ
け
ん
ほ
か

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
九
州
花
王
販
売
船
長
崎
支
屈
佐
世
保
営

業
所
H

せ
っ
け
ん
ほ
か

V
藤
尾
サ
キ
(
諏
訪
1
丁
目
)
日
万
円

V
小
川
国
治
(
大
里
町
)
み
か
ん

V
前
田
千
代
喜
(
西
部
町
)
み
か
ん



広報おおむら 平成8年6月号

6
月
は
、

市
県
民
税

(
1期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)
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立孟長二「

2日 当番医
健康よろず相談 竹松出張所 13: 30-15: 30 

(内・呼)おおつか内科医院西三城町 宮@8080

17(月日) 
@血圧・コレステロール・貧血・肥満など気にな

(外) 松尾外科医院 東本町 合⑫3331 る方、介護面の相談(保健婦看護婦による家庭訪

問・市訪問リハビリ・リハビリ教室・保健福祉サ

3(月日) 
一般健康相談 市役所健康相談室 13: 00-16: 00 I ービスについての相談合む)など

⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑮健康子I1長

4(火日) 
乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13:30-15 :00 

18(目日。
幼児教室 (お口の健康と食生活)

市役所第8・9会議室 ⑧9: 30-9 : 45 
⑪小児がん (神経芽)の検査セ ットを渡します ⑮平成5年12月~平成6年 1月生まれ

5(水日) 
明日の親のための学級(1) 中地区公民館 13:30-16:00 

⑮母子健康手帳・問診票・歯ブラ シ・タオル・コ ップ

⑮母子健康手帳 テキスト 「母と子のために」 19ゆ日) 明日の親のための学級(3) 中地区公民館 9:30-13:00 

6。ホ目) 
⑮母子健康手帳・エプロン

リハビリ教室 「根気の会J大村公園 10: 00-13: 00 
3歳児健康診査 大村保健所⑮花見 (菖蒲)
⑧ 9:15-9:45 13:00-13:30 

7(金日) 
成人の健康相談 福祉センター 13:30-15:0。 ⑮平成 4年12月生まれ(平成4年 6月一11月生

@40歳以上 ⑪血圧測定
20OR 日

まれでまだ受けていない人も受診してくださpo)

⑮母子健康手帳・問診票

9日
当番医 リハビ リ教室 「根気の会j 福祉センター

(内) 南野クリ ニック 乾馬場町 fi@2233 13: 30-15: 30 ⑪紙粘土・ 家族会・ 言語訓練

(外・内)田崎医院 古町1丁目 fi@1234 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

10明日
ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00 2(1金日) 成人の健康相談 福祉センター(初めての方は、市 ・健康増進課まで電話で申 13 : 30-15 : 00 @⑮は7日と同様
し込んでください。)

当番医
⑮母子健康手帳 @ことばの発達が気になる幼児 23日 (内・外)渡辺医院 松原 1丁目 fi@8275 

11制日
乳幼児健康相談 福祉セ ンター (耳) 山口耳鼻咽喉科医院 東本町 ~@2706 

⑧ 9・30-11:00 ⑮ 4か月児 糠2TTト22f2J神経芽) 24日 ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00 
⑧13:30-15:00 ⑧10か月児以上歯科衛生七による削指導 (月) ⑮⑧については10日と同じ

12(蜘日 明日の親のための学級(2) 中地区公民館 13:30-16:00 26(水日) 明日の親のための学級(4) 中地区公民館 13: 30-15 :00 
⑮母子健康手帳・現在使用中の歯ブラ シ ⑮母子健康子帳

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 27(木日) 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室
⑤13:00-13:30 @平成6年11月生まれ(平成6

⑧13:00-13:30 @⑮については13日と同じ

13(木日) 
年6月一10月生まれでまだ受けていない人も受診 明日の親のための学級(5) 夜の部
してください。) 28日 中地区公民館 18 : 30-20 : 00 
⑮母子健康手帳、問診票、タオル

母子とも現在使用中の歯ブラ シ (金) 「お父さん出番ですよPARTU お父さん 赤ちゃん
人形で入浴のさせ方の実習

16日
当番医 30日

当番医

(内・小)琴尾医院 西三城町 fi@2056 (皮) 本田皮ふ科医院 大川田町 fi@6830 

(日) (産) レディーかリニックしげまつ古町1丁目 8⑪9200 (産) 大村中央産婦人科水主町2丁目 霊堂@3850

略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑪…内容

17(月日) 
乳幼児健康相談 竹松出張所 ⑧ 9:30-11:00 ⑪持ってくるもの
⑮離乳食教室・小児がん(神経芽)の検査セット を渡します 当番医の診療時間 9:00-18:00 

一..一'W.~fI-.~.~~..~"<<>一 c t:=..~ Q :;;~~.~~.;乃。~~.f:::)ー o 世問。。

i
6月
の
定
例
相
談
日

l

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 6 日 ・木 10:∞~15 :α))

行政相談 (13日・木 9:30~12: ∞) 

法律相談 ( 19 日・水 10:α)~15:α))
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

交通事故相談 (25日・火 10:α)~16:∞) 

年金相談 (26日・水 10 :α)~15:α))

不動産相談 (28 日・金 13:∞~16:00)
※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはいたしません)。

健康テレホンサービス
~0958-26-5511 

月 pろいろな肺炎

:人:日平癌
の月 水 子どもの肺炎
フー 木 皮肩科のアレルギー検査①かぶれ

主ノ¥ 「抜歯Jについてマ
土日 高齢出産

6月の大村ポート ( 5月29日-6月2日、 6日-11日・花菖蒲杯争奪戦競走、15日一19日、 22日-25日)



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
l

日
本
の
朝
食
に
か
か
せ
な
い

一
品
に
、
み
そ
汁
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
み
そ
を
手
作
り
し
て
い
る
の
が
、
向
木
場
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
(
山
己
ス
ミ
エ
代
表
ほ
か
6
人
)
で
す
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
お
年
ご

ろ
か
ら
向
木
場
地
区
の
農
家
の
婦

人
た
ち
が
、
生
活
改
善
、
健
康
管

理
、
環
境
整
備
な
ど
、
婦
人
で
で

き
る
活
動
を
と
い
う
こ
と
で
設
立

し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
昔
な
が

ら
の
手
作
り
み
そ
で
す
。
当
時
は
、

施
設
が
な
く
出
来
上
が
っ
た
品
物

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
売
れ
な
く

苦
労
し
ま
し
た
。
昭
和
田
年
度
新

農
政
推
進
対
策
特
別
事
業
で
、
木

造
平
屋
建
1
2
0平
方
米
の
加
工

施
設
を
設
置
、
回
転
釜
2
基
・
発

酵
機
4
基
を
備
え
る
こ
と
が
で

き
、
本
格
的
に
製
造
販
売
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

昔なカずらの手作りみそやだいこん、なす、人参などのつけもの

ー
シ
リ
ー
ズ

ω
:

現
在
、
大
村
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
改
良
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
み
そ
お
ト
ン
を

生
産
、
こ
の
み
そ
を
つ
か
っ
て
、

鉄
火
み
そ
や
地
元
産
の
、
な
す
、

だ
い
こ
ん
、
き
ゅ
う
り
、
う
り
、

し
よ
う
が
、
黒
田
五
寸
人
参
な
ど

の
み
そ
づ
け
を
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
の
方

か
ら
、
技
術
は
県
下
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
販
売
先
は
、
東
京
・
大

阪

・
名
古
屋
や
九
州
各
地
に
及
ん

で
い
て
、
常
連
の
方
も
お
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
山
口
ス
ミ
エ
代
表、

「無
添
加
で
健
康
的
な
製
品
を
売

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
昧

く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・

向
木
場
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
(
包
@
7
7
9
0
)

毎
月
l
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮
間
@

4
1
1
1
)

-i
 

t
-
-

ごぢ5自由席~

内海好江師匠
甲
斐
田
市
長
と
懇
談
さ
れ
る
好
江
師
匠

訪

(
4
/
也・

市
役
所
)
敬

4
表非合

一
時
一
斐甲

編
集
/
秘
書
広
報
課 こそ

戸、d

ょう

親
と
子
の

ほ
っ
ぺ
ん
サ
ー
ク
ル

「
親
と
子
の
ほ
っ
ぺ
ん
サ
ー

ク
ル
」
は
、

1
歳
か
ら
入
国
前

ま
で
の
親
子
が
集
ま
っ
た
、
明

る
く
元
気
な
グ

ル
ー
プ
で
す
。

歌
や
リ
ズ
ム
遊
び

・
工
作
遊
び

な
ど
、
家
庭
で
は
で
き
な
い
、

の
び
の
び
と
し
た
活
動
を
、
行

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、
子

ど
も
同
士
ぶ
つ
か
り
合
い
の
中

で
社
会
性
が
育
ち
ま
す
。
同
年

齢
、
異
年
齢
の
子
ど
も
達
と
遊

ぶ
体
験
が
、

友
だ
ち
つ
く
り
を

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

4、

漫才師の内海好江師匠が4月12日、

問され、親しく懇談されました。

師匠は、過去2回の講演で、大村市の土地柄を大変気に

いられたそうです。そこで 「ぜひ、大村寄席を聞きたpJ
と聞いた地元有志の方の熱心な頼み込みにより、 8月に大

村寄席開催のはこびとなりました。放送作家で有名な永六

輔先生、笑点でおなじみの林家木久蔵師匠らも出演が予定

されています。どうぞ、ご期待ください。

じ
よ
う
ず
に
し
ま
す
。

今、

仲
間
募
集
“

育
児
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
!
転
入
マ
マ
さ
ん
!

一

度
親
子
で
遊
び
に
き
て
み
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
も
お
母
さ
ん
も
、

友
だ
ち
と
出
会
っ
て
グ
ー
ン
と

世
界
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

例

会

毎
月
第
2
・
第
4
金

曜
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

土着

戸斤

時

間

連
絡
先

(松 午タ
包 尾前 l
c@ 10 
4 寺
3 
O 正
ヱ午 ，-晴、

-

中
J

手
J

5月1日現在 ・()内は前月比

-20-

人口 79，886 (十485) 男 38，353 (十233) 女 41，533(+252) 世帯数 26，691(十324)
平成7年国勢調査に基づく推計人口 (総務庁統計局から発表された速報に基づき修正しています)
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